
18 1st 13

16 2nd 11

16 3rd 21

16 4th 17

－

No. 出場 得点 3P 2P FT Ｆ No. 出場 得点 3P 2P FT F

4 × 3 1 0 0 0 4 / 10 0 5 0 2

5 × 56 0 24 8 2 5 × 8 0 4 0 2

6 × 3 1 0 0 0 6 × 9 3 0 0 1

7 × 2 0 1 0 4 7 × 28 0 12 4 4

8 × 2 0 1 0 1 8 DNP 0 0 0 0 0

9 DNP 0 0 0 0 0 9 DNP 0 0 0 0 0

10 DNP 0 0 0 0 0 10 DNP 0 0 0 0 0

11 DNP 0 0 0 0 0 11 DNP 0 0 0 0 0

12 DNP 0 0 0 0 0 12 × 2 0 1 0 1

13 DNP 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0

14 DNP 0 0 0 0 0 14 DNP 0 0 0 0 0

15 DNP 0 0 0 0 0 15 / 5 1 1 0 1

16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0

17 DNP 0 0 0 0 0 17 DNP 0 0 0 0 0

18 DNP 0 0 0 0 0 18 × 0 0 0 0 2

66 2 26 8 7 62 4 23 4 13

×…スターター　/…出場　DNP...未出場　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル

BOXスコア

TEAM  A 岩成台

塚原　雅也

梅丘

多田　政志

柴田　陽凪

佐藤　大翔

選　手　氏　名

新井　海晴(CAP)

石原　大

武藤　慶博

羽鳥　勝太

鈴木　陽斗

渡部　輝

木林　優

横地　聖真

多田　直矢

野田　優人

大野　颯馬

松永　康成 工藤　桐人

上原　琉泉

菅沼　拓

小林　正樹

小出　悠斗

髙橋　佑太

寺島　蒼羅

記載者 小林　正宏 （所属）

大島　渓輔

　石山との激戦を制した東海ブロック代表岩成台と、ツインタワーを中心に高さで勝利した関東ブロック代表梅丘の対戦。１Ｑが始まり岩成台は、
アイソレーションから＃５の１対１を中心に得点を積み重ねる。一方梅丘は、＃５、＃７のハイポストからのシュートで応戦し、１８－１３と岩成台
リードで終了。２Ｑ梅丘は、ミスマッチとなっている＃７のローポストプレーで点差を縮める。梅丘のDefも、岩成台＃５に積極的にダブルチームを
しかけ、得点を許さない。しかし、岩成台＃６の３Ｐ、＃７のリバウンドシュート、ファウルをもらった＃５の確実なフリースローで、残り１分には、こ
の試合最大の１２点差となる。その後、梅丘＃１５のドライブが決まり、岩成台３４－２４梅丘の１０点差で前半終了。
　３Ｑ、一進一退の攻防が続く中、残り６分に梅丘がタイムアウトを取る。岩成台＃５に対するマッチアップを変更すると試合の流れも変わりはじ
める。梅丘＃７のローポストプレーを中心に、＃７から＃４への合わせなどで点差を縮める。しかし、残り２分３０秒で、梅丘＃７が４つ目のファウ
ル。岩成台が５０－４５とリードするも予断を許さない状況。４Ｑ、岩成台は徹底して＃５の１対１で得点を重ねる。一方、梅丘はコートに戻した＃
７のローポストプレーを中心に攻める。残り３分には、梅丘＃６の３Ｐが決まり、２点差まで追い上げるが、残り３０秒で、梅丘＃７のローポストか
らのシュートが、リングに嫌われる。ファウルゲームを狙う梅丘に対し、ゴール下でノーマークになった岩成台＃８がシュートを決め、６６－６２で
岩成台が息詰まる接戦を制し、ベスト４に名乗りを上げた。

秋元　太陽

椎名　拓海小林　鉄馬

市川　晃聖

福井県バスケットボール協会

戦　　評

合計

染谷　久

合計

コーチコーチ 戸田　信雄

●

岩成台

(愛知)

梅丘

(東京)

選　手　氏　名

結城　智史(CAP)

小沼　一貴

TEAM  B

66

（なし）

（なし）

62

TEAM  A

大会名
平成２８年度全国中学校体育大会
第４６回全国中学校バスケットボール大会

コート

カテゴリー

	
 福井市体育館

2016年8月24日(水)

ＦＡコート　第３試合

会　　場

○

日　時

得点経過

大野　哲広

野々村　日希

男　決勝トーナメント２回戦

13:10

TEAM  B

副審

主審
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